
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
こんろ本体をその外周縁部のフランジをカウンタトップに設けた開口の口縁部に載置して
吊持させると共に、こんろ本体の上面を覆うトッププレートを該カウンタトップ上に環状
のパッキンを介して載置させたドロップインこんろのシール装置において、
上記フランジの外周端を上方に立上げ、更にその先端を水平方向の外側に折曲げた断面Ｌ
字状の環状フランジアップを形成すると共に、上記パッキンの内周側底面に該フランジア
ップに上から挿着する断面Ｌ字状の挿着部を備え、且つ該パッキンの外周側上面に該トッ
ププレートを載置する載置部を設けたことを特徴とするドロップインこんろのシール装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ドロップインこんろにおけるシール装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のドロップインこんろ３０は、図６及び図７に示すように、こんろ本体６をカウンタ
トップ２に設けた開口の口縁部５に吊持させ、更に、こんろ本体６の上面を覆うトッププ
レート９をカウンタトップ２上に載置している。また、こんろ本体６とカウンタトップ２
との間及びトッププレート９とカウンタトップ２との間には環状の耐熱性ゴム等からなる
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共通１個のパッキン１７を介在させてカウンタトップ２上にこぼれ落ちた煮汁等がこんろ
本体６に進入することがないようにその間をシールしている。パッキン１７は内周側にこ
んろ本体６の外周縁部のフランジ６ａを横から挿着する挿着部１７ａ、外周側にトッププ
レート脚９ａ載置用の載置部１７ｂを備えたものが知られている（実開平６ー４５０７）
。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながらこのドロップインこんろ３０は、こんろ本体６のフランジ６ａにパッキン１
７の挿着部１７ａを横から挿着してカウンタトップ２への据付けを行なっているため、据
付け後のパッキン１７はフランジ６ａとカウンタトップ２に挟まれた状態、つまりこんろ
本体６の重量がフランジ６ａを介してパッキン１７にかかった状態で据え付けられている
ため、一旦カウンタトップ２に据付けるとパッキン１７のみを外すことが困難となり、パ
ッキン１７の清掃や破損時の交換において、わざわざこんろ本体６の固定部材やガス配管
を外した後にこんろ本体６を持ち上げてパッキン１７を取り外して掃除や交換を行なう必
要があった。また、こんろ本体６の全重量がパッキン１７に直接かかるため、いわゆる締
め殺しの状態になりパッキン１７の弾性が急速に失われる恐れがある。また、こんろ本体
６が取付け初期の位置より下がってしまい固定部材や配管に余分な力が加わり、それらの
取り外しが難しくなるといった問題も生じる。
【０００４】
本発明のドロップインこんろのシール装置は上記課題を解決し、パッキンの脱着を容易に
し、安定したシール性を永い間保持し、且つメンテナンス性を向上させることを目的とす
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決する本発明の請求項１記載のドロップインこんろのシール装置は、こんろ
本体をその外周縁部のフランジをカウンタトップに設けた開口の口縁部に載置して吊持さ
せると共に、こんろ本体の上面を覆うトッププレートを該カウンタトップ上に環状のパッ
キンを介して載置させたドロップインこんろのシール装置において、
上記フランジの外周端を上方に立上げ、更にその先端を水平方向の外側に折曲げた断面Ｌ
字状の環状フランジアップを形成すると共に、上記パッキンの内周側底面に該フランジア
ップに上から挿着する断面Ｌ字状の挿着部を備え、且つ該パッキンの外周側上面に該トッ
ププレートを載置する載置部を設けたことを要旨とする。
【０００６】
上記構成を有する本発明のドロップインこんろのシール装置は、こんろ本体の断面Ｌ字状
のフランジアップにパッキンの断面Ｌ字状の挿着部を上から挿着し、こんろ本体をカウン
タトップに設けた開口の口縁部に吊持させる。パッキンは、フランジアップの水平曲げ部
分によりカウンタトップに押し付けられる。従って、カウンタトップとこんろ本体との間
がパッキンによりシールされる。また、パッキンはこんろ本体の全重量がかかるわけでな
く、パッキンのしめしろはカウンタトップに吊持されるフランジ面とで規制されるため、
パッキンが必要以上に圧縮されず、常に適正な弾性を保有すると共に、こんろ本体をカウ
ンタトップに据え付けた状態のままでパッキンの着脱を自由に行なうことができる。また
、パッキンの外周に設けた載置部にトッププレートを載置し、トッププレートの重みによ
り更に載置部をカウンタトップに押しつけるので、トッププレートとカウンタトップとの
間を確実にシールすることができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以上説明した本発明の構成・作用を一層明らかにするために、以下本発明のドロップイン
こんろのシール装置の好適な実施例について説明する。図１，図２は、本発明の一実施例
としてのドロップインこんろの取付け外観図である。
キッチンユニット１の上方にカウンタトップ２を備え、カウンタトップ２の下部空間の上
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側にドロップインこんろ３、下側に収納庫４を配している。
【０００８】
ドロップインこんろ３は、こんろ本体６と、こんろ本体６に収められたバーナ８及び点滅
器１２等と、こんろ本体６の上面を覆うトッププレート９とから構成されている。
こんろ本体６は、図２，図４に示すように、フランジ６ａによりカウンタトップ２に設け
た開口の口縁部５に吊持されている。フランジ６ａの外周縁部には、先端を上方に立上げ
、更に外側に曲げ部６ｃを備えた断面Ｌ字状のフランジアップ６ｂが形成されている。ト
ッププレート９は、環状のパッキン７を介してカウンタトップ２上に載置されている。パ
ッキン７は、図５に示すように、内周側底面にこんろ本体６のフランジアップ６ｂに上か
ら挿着する断面略Ｌ字状の環状の溝７ｂ，外周側上面にトッププレート９の外周縁部９ａ
を載置する舌状の載置部７ａ，中間部底面にパッキン７を支える凸部７ｃが設けられ、凸
部７ｃから溝７ｂの水平部分までの高さはこんろ本体６のフランジアップ６ｂの高さより
大きく設定されている。
【０００９】
つまり、パッキン７は、内周側の上下方向に厚い肉厚部分と、外周側の舌状の肉薄部分と
を備え、肉厚部分の底面周方向に断面Ｌ字状の溝７ｂを施して、その溝７ｂにこんろ本体
６のフランジアップ６ｂを挿着すると共に、舌状の肉薄部分上面の載置部７ａにトッププ
レート９の外周縁部９ａを載置した。また、パッキン７の溝７ｂにフランジアップ６ｂを
挿着し、カウンタトップ２に吊時した時、フランジアップ６ｂにそれより大きいパッキン
７を挿着するので、パッキン７の弾性力により凸部７ｃがカウンタトップ２に押し付けら
れ、フランジアップ６ｂの曲げ部６ｃとカウンタトップ２の間がシールされる。
【００１０】
次に、ドロップインこんろ３の組み付けについて説明する。最初に、こんろ本体６のフラ
ンジアップ６ｂにパッキン７の内周側底面に設けた溝７ｂを上から挿着する。こんろ本体
６をフランジ６ａによりカウンタトップ２に設けた開口の口縁部５に吊持させる。この時
、パッキン７がフランジアップ６ｂの曲げ部６ｃに押されて凸部７ｃがカウンタトップ２
に押し付けられる。最後に、パッキン７の外周側上面の載置部７ａにトッププレート９の
外周縁部９ａを載置する。
【００１１】
以上説明したように、本実施例のドロップインこんろ３のシール装置によれば、パッキン
７は、カウンタトップ２とフランジアップ６ｂの水平曲げ部分６ｃとの間以上に圧縮され
ることはなく、フランジアップ６ｂにパッキン７の溝７ｂを上方から挿着するのみである
。従って、パッキン７の交換や手入れ時、こんろ本体６をカウンタトップ２に据え付けた
状態でも、こんろ本体６を外すことなくパッキン７の着脱を容易に行なうことができる。
また、フランジアップ６ｂによりパッキン７は曲げ部６ｃからカウンタトップ２までの間
以上に圧縮されることはなくパッキン７の耐久性が向上する。
また、トッププレート９の外周縁部９ａの下端を載置部７ａに載置させるとき、トッププ
レート９とカウンタトップ２との間のシール及び緩衝材として作用する。　また、パッキ
ン７の外周側の載置部７ａにトッププレート９を載置するだけでこんろ本体６及びパッキ
ン７に対するトッププレート９の位置も決まるのでトッププレート９とパッキン７との位
置ずれに起因するトッププレート９とカウンタトップ２との間のシール不良等の不具合を
解消できる。
【００１２】
以上本発明の実施例について説明したが、本発明はこうした実施例に何等限定されるもの
ではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で実施し得ることは勿
論である。
【００１３】
【発明の効果】
以上詳述したように、本発明のドロップインこんろのシール装置によれば、こんろ本体を
カウンタトップに据え付けた状態であっても、こんろ本体を動かさずにパッキンの着脱を
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行なうことができる。従って、パッキンの交換や手入れが自由にでき、メンテナンス性が
向上する。また、パッキンはこんろ本体の全重量で押し潰されるといったこともなく、適
切な力で圧接できるため常に弾性が維持されシール効果を損なうといったことはない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施例のドロップインこんろの取付け外観図である。
【図２】本実施例のドロップインこんろの一部を切断した側面図である。
【図３】本実施例のドロップインこんろの分解斜視図である。
【図４】本実施例のドロップインこんろの要部を拡大した截断面図である。
【図５】本実施例のパッキンを拡大した截断面図である。
【図６】従来例のドロップインこんろの一部を切断した側面図である。
【図７】従来例のドロップインこんろの要部を拡大した截断面図である。
【符号の説明】
１…キッチンユニット、　２…カウンタトップ、　６…こんろ本体、
６ａ…フランジ、　６ｂ…フランジアップ、６ｃ…曲げ部、　７…パッキン、
７ａ…載置部、　７ｂ…溝、　９…トッププレート、　９ａ…外周縁部、
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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